
 

 

 

 

～考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心～ 

                              校長 伊藤 秀一 

 学習発表会が終了しました。全学年の児童が授業を通して積み上げてきた

学習の成果をしっかりと発揮することができました。子供たちの真剣な姿

に大きな拍手を送っていただいたことに感謝を申し上げます。校舎建て替

えに伴い、仮校舎での教育活動は日々、創意工夫の連続です。１０月のス

ポーツフェスティバル、１１月の学習発表会は、教職員全員で様々なアイ

ディアや工夫を凝らすとともに、教育委員会や保護者の皆様の協力のもと

開催をすることができました。実施に際し重点としたことは、子供たちの

ために何ができるか考え、「今できる精一杯」を合言葉に取組を進めてきた

ことです。子供たちは１学期から真剣に作品作りや練習に励んできまし

た。「緊張したけれどやりきった」「大変だったけれど頑張って仕上げた」

子供たち一人一人が努力を重ねると同時に、みんなで協力して成し遂げる

と、より充実した気持ちになれることを行事の取組をとおして実感できた

ことと思います。 

さて、１２月４日から１０日は「人権週間」です。国際連合が世界人権宣

言を採択した１２月１０日を「人権デー」と定めたことにより、日本では、

その前の一週間を「人権週間」として位置付け、「思いやりの心」や「かけが

えのない命」などについて、考えを深めていく取組を様々実施しています。

一之江小学校では代表委員会の子供たちの提案で「ふわふわの木」の取組を

行っています。「ふわふわ言葉」とは、相手がどう思うか考え気持ちが楽になる言葉、「ちくちく言

葉」とは自分の感情を一方的に押し付けてしまい相手を傷つけてしまう言葉です。言葉は使い方に

よっては人を励ますことも傷つけてしまうこともあります。この機会を生かして、「正しい言葉の

使い手」として、相手の持ちを考えた行動や思いやりの心が一層育まれるよう指導を進めていきた

いと考えています。 

また、ご家庭での子供たちの人間関係にかかわる成長度はいかがだったでしょうか。思いやりを

もって人と接するようになった、優しい言葉遣いをするように気をつけていたなど、成長が見られ

たでしょうか。「思いやり」は、人と（とくに友達と）接する経験をたくさん積んでいくうちに、

自分と違う考え方の人がいることに気付き、互いによりよく関わろうとする行為をとおして少しず

つ育まれていくものと考えます。しかし、自分の思いどおりを許してくれる大人ばかりいると、そ

のような経験をしないまま成長し、「思いやりの心」が育たないまま、大きくなってしまうことも

あります。 

私たち大人も、今年一年、自分自身が「自己中心的」でなかったかを反省し、来年は（も）「思

いやりの態度」で人と接し、子供に良いお手本を示してあげたいものです。 

 

 

 

                             

 

 学校だより 
令和６年１１月２９日（金） 

江戸川区立一之江小学校 

校 長  伊藤 秀一 

１２月号 
 

＜教育目標＞ 

○進んで学習する子 

○思いやりのある子 

○明るく元気な子 

＜ １２月の月目標 ＞ 

○生活指導 始めよりきれいにしよう 

○保健目標 空気の入れかえをしよう 

○給食目標 和やかに食事をしましょう 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生から 
～社会科見学・小松菜農家さん来校～ 

「堀口養魚場」「江戸川消防署」「魔法の文学館」の

３か所に行きました。江戸川区の名産品や消防署の

設備見学では、目を輝かせてお話を聞いたり質問し

たりしていました。 

 
社会科の学習で、小松菜農家さんに来ていただきま

した。実際に農機具を見せていただいたり小松菜の

種を植えたりしました。学校の畑で育てています。 

たてわり班活動について 
月に一度、異学年交流の一環として「縦割り班活

動」を行っています。縦割り班は、1年生から 6年

生までの 14、15 名のメンバーで構成し、風船バレ

ーやドロケイ、ボッチャ等の遊びを皆で楽しみま

す。初めて集まった時は、互いに緊張していた様子

が見られましたが、11月の活動では、終始笑顔が絶

えず、学年関係なく仲良く交流する姿が見られまし

た。この活動を通して、6年生のリーダーシップの

もと皆で仲良く協力し学校生活がより充実したも

のになるようにしていきたいと思います。 

ＳＤＧｓの取組について 
 給食委員会からの投げかけで、「給食から SDGsを考える」とし

て、各クラスで目標を考え、取り組みました。「自分が食べられる

量を知ろう」「友達と協力して準備・片づけをしよう」「水を大切に

手を洗おう」など、何気ない普段の行動から SDGsのきっかけを

見つけていました。給食では、「誰一人取り残さない」という

SDGsの理念から、食物アレルギーの有無に関わらず、全員が

食べられる献立を作成しました。 

 SDGs週間が終わった後も、「食缶をピカピカにしている」「毎日

きれいに片付けている」と言いながら自主的に行動する子供たち

の姿が見られ、SDGsに対する意識の変化を感じました。今後

も、自分たちにできることを考え、学校全体で取り組んでいきた

いと思います。 

 

1 2 3 4 5 6

1 日

2 月
安全指導

5 5 5 5 5 5

3 火 社会科見学（4年） 5 5 6 6 6 6

4 水 委員会　 4 4 4 4 5 5

5 木
笑顔の学プロジェクト

5 6 6 6 6 6

6 金 5 5 5 6 6 6

7 土

8 日

9 月 5 5 5 5 5 5

10 火 4 4 4 4 4 4

11 水 クラブ 4 4 4 5 5 5

12 木
縦割り班活動

5 6 6 6 6 6

13 金
避難訓練（集団下校）

5 5 5 5 5 5

14 土

15 日

16 月 5 5 5 5 5 5

17 火 5 5 5 6 6 6

18 水 定時退勤日 4 4 4 4 4 4

19 木 江戸川っ子なわ跳び出前授業① 5 6 6 6 6 6

20 金
江戸川っ子なわ跳び出前授業②

4 4 5 5 5 5

21 土

22 日

23 月
ウィンタースクール説明会(5年)

4 5 5 5 5 5

24 火 給食終　 4 4 5 5 5 5

25 水 終業式　　大掃除 4 4 4 4 4 4

26 木 冬季休業日始

27 金

28 土

29 日

30 月

31 火

1２月の行事予定

日 曜 学校行事など
日
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